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第１９７９回例会（2009 年 5 月 26 日） 

点鐘              田中会長 

ロータリーソング   『手に手つないで』 

会長挨拶            田中会長 

 本日は PRESIDENT より「不況時代は合併・再

編が進む」より抜粋してご紹介します。 

 「○×年前の低水準」「△×年以来の赤字決

算」・・・。業界の指標となる数値や個々の企業

業績が発表されるたびに、こんな報道が躍る。

経済や企業活動の水準は、どの時代まで後戻り

するのか。バブル経済崩壊時か、円高に揺れた

プラザ合意、それともオイルショック時か・・・

まさか第二次世界大戦直後のレベルまで落ちる

ことはないだろうが、とにかく今回の不況は深

刻かつ大規模である。自動車や電機など日本の

基幹産業を中心に、輸出型企業ほど深手を負っ

たのが特徴。グローバル企業ほど、２００２年

以降、ＢＲＩＣs など新興国も加わって、急速

に伸びた世界経済の追い風を受けていた。ユニ

クロや家具のニトリ、東京ディズニーランドを

運営するオリエンタルランド、コンビニのロー

ソンやファミリーマートなど、好調組みも存在

する。いわゆる内需型企業だが、それも限られ

る。不況時には企業の合従連衡が活発化する、 

大買収時代でもある。生き残り競争が激しさを

増せば増すほど、企業は事業の「選択と集中」

を迫られ、合併・再編が進むことは過去の歴史

が証明している。北海道拓殖銀行や日本債権信 

 

 

 

 

 

 

 

 

用銀行の経営破たんで日本の危機は深刻化。そ

の後日産がルノーとの資本業務提携に踏み切っ

た。みずほＦＧや三井住友ＦＧも誕生し、最近

の百貨店の相次ぐ合従連衡はまさに企業存続を

目的としたもの。今後、世界規模での再編が起

こる。これから何が起きようとしているのか。 

主要業界（食品）関連会社の経営統合の図を添

付しましたので参考にしてみてください。  

幹事報告            大作幹事 

①「友」インターネット速報Ｎｏ.27 が届いて

おります。 

②杉戸町国際交流協会定期総会の開催のお知ら

せがきております。  

 日 時 平成 21 年 5 月 30 日（土）10：00～ 

 場 所 杉戸町役場第 2 庁舎第 1・2 会議室 

 

出席報告            篠原会員 

月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率 

5/26 26 11 15 7 69% 

スマイル報告          篠原会員 

       本日投入額  １３，０００円  

       累計額   ７４４，５００円 

 

【次年度に向けてのクラブ協議会】 

Rotary Club of SUGITO 
杉戸ロータリークラブ週報 

2008～2009 年度 RI のテーマ 

Ｍａｋｅ Ｄｒｅａｍｓ Ｒｅａｌ 

 

会長 田中昌夫 幹事 大作 茂  

 



 

 

    
 


